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２０２５年度役員一部改選でスタート

～伊藤副会長 長い間お疲れ様でした～

２
０
２
５
年
度

運
営
方
針

《
町
内
会
の
運
営
を
次
の
四
本
柱

で
支
え
て
い
き
ま
す
》

（
一
）
防
災
・
防
犯
活
動
の
ま
ち
づ

く
り

①
自
主
防
災
訓
練
の
実
施

②
自
主
防
災
指
導
員
・
市
民
消
火
隊

員
等
の
講
習
参
加

③
久
里
浜
中
学
校
避
難
所
運
営
訓
練

の
講
習
参
加

④
見
守
り
隊
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

⑤
防
犯
カ
メ
ラ
の
監
視
に
よ
る
犯
罪

抑
止

（
二
）
文
化
・
福
祉
活
動
の
ま
ち
づ

く
り①

町
内
会
「
文
化
祭
」
の
企
画
・
運

営②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
（
わ

た

ぼ
う
し
久
村
）
に
よ
る
福
祉
活

動
③
民
生
委
員
、
社
会
福
祉
推
進
委
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
員
に
よ
る
福
祉
活

動（
三
）
環
境
美
化
活
動
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り

①
環
境
美
化
委
員
に
よ
る
久
村
児
童

公
園
と
神
社
清
掃
活
動

②
ク
リ
ー
ン
よ
こ
す
か
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
活
動
の
取
り
組
み

③
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
参
加

（
四
）
町
内
会
イ
ベ
ン
ト
活
動
に
よ

る
ま
ち
つ
く
り

①
御
瀧
神
社
の
お
祭
り

②
町
内
会
運
動
会

③
町
内
会
文
化
祭

④
く
む
ら
お
し
ゃ
べ
り
ひ
ろ
ば
の
開

催
⑤
く
む
ら
新
聞
の
発
行

⑥
町
内
会
Ｈ
Ｐ
の
維
持
更
新

『
２
０
２
５
年
度
町
内
会
役
員
』

《
二
役
》

会

長

浅
葉

清
志

副
会
長

吉
田

稔
彦

同

山
田

直
彦
（
新
任
）

《
監
事
》

同

角
井

忠
男
（
新
任
）

同

大
内

栄

《
部
長
》

総

務

吉
田

慎
二

同

遠
藤

加
奈
子

経

理

田
丸

栄
一

同
担
当

脇

美
佐
子

環
境
衛
生

山
田
志
津
代

防

災

櫻
井

伸
也

防
災
交
通

中
島

透

文
化
教
養

脇

美
佐
子

Ⅰ
Ｔ
広
報

大
内

栄

《
班
長
》

一
班

北
村

和
喜
（
新
任
）

二
班

平
井

友
雄

三
班

秋
元

正
行

四
班

圓
谷

幹
雄

五
班

藤
ヶ
森

広
志

七
班

内
田

輝
夫
（
新
任
）

八
班

吉
田

慎
二

《
内
部
組
織
責
任
者
》

婦
人
部

田
丸

訓
子

青
年
部

三
上

蓮

わ
た
ぼ
う
し
久
村

浅
葉
三
千
代

生
き
が
い
の
家

浅
葉

清
志

青
少
年
育
成
推
進
員

宮
崎

照
美

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

中
島

透

加
藤

浩

《
民
生
委
員
児
童
委
員
》佐

藤

八
千
代

石
川

克
彦

《
社
会
福
祉
推
進
委
員
》

平
井

友
雄
・
山
森

浦
子

髙
橋

直
樹
・
圓
谷

幹
雄

三
上

博
子
・
小
川

昭
彦

吉
田
慎
二

《
氏
子
総
代
》

山
田

正
和
・
伊
藤

義
和

相
談
役

宮
前

恒

祭
礼
保
存
会
・
会
長

田
丸

雄
一

神
社
会
計勝

部

真
紀
・
三
上

良
江

今
日
ま
で
の

12

年
間
の
長

き
に
渡
り
副

会
長
と
し
て

務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
山
田
前
会
長
か
ら
現
在
の
浅

葉
会
長
へ
と
体
制
変
わ
る
と
き
に
、

１
期
２
年
間
、
引
継
ぎ
役
と
し
て
残

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
12
年
の
間
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
あ
り
、
久
村

町
内
会
で
も
コ
ロ
ナ
禍
の
為
に
夏
の

祭
礼
や
秋
の
防
災
訓
練
、
運
動
会
等
々

多
く
の
行
事
が
数
年
間
中
止
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

総
会
も
こ
う
し
て
対
面
で
は
出
来

ず
に
回
覧
板
に
て
提
案
し
、
紙
ベ
ー

ス
で
の
議
案
の
賛
否
を
お
願
い
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

未
だ
に
敬
老
慰
安
会
は
万
が
一
の

事
を
考
え
中
止
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

ま
す
。

町
内
会
も
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
を
行
い
、
役
員

間
の
連
絡
や
打
ち
合
わ
せ
関
係
も
含

め
ラ
イ
ン
網
を
一
元
化
す
る
等
し
て
、

こ
の
２
年
間
に
大
き
く
改
善
し
ま
し

た
。
更
に
改
革
を
進
め
る
浅
葉
会
長

体
制
で
今
後
も
町
内
会
活
動
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

私
は
町
内
会
役
員
を
退
き
、
こ
の
後

氏
子
総
代
と
し
て
残
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
副
会
長
と
し
て
の
12
年
間
長

い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
伊
藤

義
和
】

伊
藤
副
会
長

退
任
あ
い
さ
つ

１
９
５
９
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
、

佐
久
間
和
男
さ
ん
は
佐
久
間
建
具
店

創
業
者
の
父
親
の
働
く
姿
を
見
て
育

ち
ま
し
た
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
、
物
作
り
の
環
境

に
恵
ま
れ
、
不
要
と
な
っ
た
木
材
か

ら
、
豊
富
な
道
具
を
使
い
父
親
の
見

よ
う
見
ま
ね
で
、
瞬
く
間
に
技
術
を

身
に
着
け
、
小
学
生
の
図
工
の
時
間

に
は
「
火
の
見
櫓
の
模
型
」
を
つ
く
っ

た
り
、
中
学
生
の
頃
は
ア
ル
バ
イ
ト

で
製
品
を
納

め
る
ま
で
成

長
し
て
い
た
。

20

歳
で
秦

野
の
建
具
店

で
４
年
間
基

礎
を
叩
き
込

ま
れ
、
24

歳

で
稼
業
を
継

い
で
以
降
、

神
奈
川
県
産

の
ス
ギ
材
を

活
用
し
た
家

具
ブ
ラ
ン
ド

「
杉
彩
」
の
開
発
・
製
造
・
販
売
に

力
を
注
ぎ
、
県
内
の
森
や
森
林
の
活

性
化
に
寄
与
さ
れ
た
。
近
年
で
は
、

２
０
２
０
年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
聖
火
「
ト
ー
チ
台
制
作
」

の
取
り
ま
と
め
で
、
そ
の
技
術
力
が

高
く
認
め
ら
れ
、
令
和
６
年
度
の

「
現
代
の
名
工
」
（
国
が
卓
越
し
た

技
術
者
に
贈
ら
れ
る
表
彰
制
度
）
に

選
出
さ
れ
た
。

今
で
は
、
後
身
の
育
成
が
使
命
だ

と
思
っ
て
や
っ
て
い
る
。

職
人
と
し
て
の
使
命
は
若
い
弟
子

２
人
の
育
成
に
力
を
注
ぐ
、
修
行
時

代
に
親
方
、
直
接
教
え
て
く
れ
る
こ

と
は
少
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
経
験

が
今
の
自
分
を
作
っ
た
。
今
度
は
自

分
が
弟
子
た
ち
へ
技
術
の
バ
ト
ン
を

渡
す
。
「
こ
れ
が
僕
な
り
の
恩
が
え

し
な
ん
だ
」
中
学
校
の
体
験
授
業
を

行
う
な
ど
育
成
に
力
を
注
ぐ
。
作
業

は
繊
細
さ
を
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
こ

が
面
白
い
と
こ
ろ
と
、
佐
久
間
さ
ん

は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
「
す
ず
き
く

に
え
さ
ん
」
と
久
村
広
報
取
材
班
３

人
は
久
村
町
内
会
館
で
待
ち
合
わ
せ
、

地
域
の
方
か
ら
借
用
し
た
畑
に
向
っ

て
出
発
、
久
村
町
内
会
地
域
割
り
で

い
う
と
１
班
に
あ
た
る
。

畑
は
急
坂
か
ら
さ
ら
に
奥
に
進
み
、

通
り
抜
け
る
と
傾
斜
の
あ
る
樹
木
に

囲
ま
れ
、
周
り
一
帯
が
開
墾
さ
れ
緑

豊
か
な
農
地
が
見
え
て
き
た
。

目
的
地
は
そ
の
一
角
に
あ
っ
た
。

傾
斜
の
あ
る
開
墾
さ
れ
た
境
目
か
ら

湧
き
水
が
滴
れ

落
ち
、
農
作
物

栽
培
に
は
打
っ

て
つ
け
の
環
境

に
あ
り
ま
す
。

そ
の
畑
に
持

参
し
た
ト
マ
ト

の
苗
木
を
植
え

付
け
る
作
業
に

加
え
、
元
来
お

し
ゃ
べ
り
大
好

き
な
会
話
が
始

ま
っ
た
。

植
え
付
け
し
な
が
ら
、
写
真
の
話
、

久
村
に
移
り
住
ん
だ
話
、
趣
味
の
話
、

「
た
だ
い
ま
写
真
館
」
は
「
写
真
を

き
っ
か
け
に
」
お
し
ゃ
べ
り
が
出
来

て
、
「
マ
マ
の
力
に
な
れ
た
ら
い
い

な
」
と
い
う
想
い
で
は
じ
め
た
。

子
育
て
や
仕
事
な
ど
の
女
性
な
ら

で
は
の
悩
み
を
、
お
互
い
に
お
し
ゃ

べ
り
す
る
だ
け
で
、
元
気
に
な
れ
る

よ
う
な
、
時
に
は
、
葉
山
で
保
育
士

歴
25
年
の
経
験
が
お
役
に
立
て
る
時

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
ん
な
気

楽
さ
か
ら
、
た
だ
い
ま
と
言
っ
て
、

訪
ね
て
こ
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
か
ら

「
た
だ
い
ま
写
真
館
」
と
名
付
け
ま

し
た
。
そ
し
て
、
菜
園
は
久
村
山
奥

に
少
々
の
畑
を
借
り
て
、
大
好
き
な

土
い
じ
り
と
野
菜
を
作
り
、
食
卓
で

美
味
し
く
食
べ
て
お
り
ま
す
。

フォトグラファー

鈴木 都恵さん

く に え
ス
タ
ジ
オ
撮
影
＆

出
張
撮
影

『
た
だ
い
ま
写
真
館
』

佐久間和男さん

現
代
の
名
工

『
木
製
家
具
・
建
具
製
造
工
』

佐久間建具店

作業所を見学した時の様子トマトの苗植え

〒239-0834

横須賀市久村４２８

久村町内会

会長 浅葉 清志
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